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学会日程表
【第1日目】2026年9月25日（金）

第１会場 第２会場 第３会場
大ホール 1/2（東） 小会議室 103+104 小会議室 101+102

8:00

8:20～8:30　開会の辞
8:30～10:10
シンポジウム 1　SY1-1～5
門脈圧亢進症診療における集学的治療  
〜内科・IVR・外科・病理の協働と融合〜
　司　会：日高　　央 
　　　　　吉住　朋晴 
　　　　　山本　　晃 
特別発言：田尻　　孝 
コメンテーター： 
　　　　　原田　憲一

8:30～8:55
教育企画：門脈圧亢進症診療の基本を学ぶ 1

8:30～10:10
地区対抗セッション　RS-1～9
司　会：大久保�裕直 
　　　　長沖　祐子 
評価者：石川　　剛 
　　　　川中　博文

9:00 9:00～10:50
パネルディスカッション 1　PD1-1～9
食道・胃静脈瘤治療後の再出血例 〜病態と治
療〜
　司　会：鷹取　　元 
　　　　　中村　健二 
　　　　　清水　哲也 
特別発言：吉田　智治10:00

10:10～11:10
ビデオセッション 1　VS1-1～4
門脈圧亢進症に対する IVR 治療  
～難渋例への工夫～
司　会：西田　典史、曽我　茂義 
　　　　田邊　暢一

10:10～11:10
要望演題 1　RO1-1～6
門脈圧亢進症と肝細胞癌治療
司　会：森本　直樹 
　　　　青木　　琢

11:00

11:20～11:40　技術認定取得者授賞式・結果公表
技術認定委員会
11:40～12:00　理事長講演
日本門脈圧亢進症学会の新たなる挑戦

12:00 12:00～12:20　会長講演
私と門脈圧亢進症　―超音波内視鏡が人をつなぎ新たな道を拓く―

12:30～13:20
ランチョンセミナー 1　LS1-1・2
共催：アッヴィ合同会社

12:30～13:20
ランチョンセミナー 2　LS2-1・2
Endo-Hepatology の現状と展望
共催：ガデリウス・メディカル株式会社

12:30～13:20
ランチョンセミナー 3　LS3-1・2
門脈圧亢進関連疾患に対する治療の最前線
共催：株式会社カネカメディックス

13:00

13:25～14:10
特別講演 1
医療従事者に必要な生成 AI の使い方
司　会：入澤　篤志　　演　者：大塚　篤司14:00

14:10～15:50
シンポジウム 2　SY2-1～5
BavenoVIII をふまえた本邦の門脈圧亢進症 
診療の展望
　司　会：吉治　仁志 
　　　　　吉田　　寛 
　　　　　山門�亨一郎 
特別発言：沖田　　極

14:20～16:50
International session　IS-1～7
Endo-Hepatology 
〜世界の現状と本邦における展望〜 
Endo-Hepatology ~The current global 
situation, and future perspectives in Japan~
　司　会：Kenneth F Binmoeller 
　　　　　糸井　隆夫 
　　　　　日浅　陽一 
特別発言：國分　茂博

14:20～15:10
要望演題 2　RO2-1～4
本邦における PSVD（門脈洞状血管障害）の現状
司　会：原田　憲一 
　　　　安藤　悠哉15:00

15:10～16:00
要望演題 3　RO3-1～5
門脈圧亢進症による消化管毛細血管拡張症出
血の治療方針
司　会：久居　弘幸、芳賀　弘明 15:50～17:10

ワークショップ 2　WS2-1～7
門脈血栓症 / 門脈狭窄症　治療法の進歩
司　会：林　　洋光 
　　　　田中　利洋 
　　　　柿﨑　　暁

16:00 16:00～16:50
要望演題 4　RO4-1～5
肝炎ウイルス制御後の門脈圧亢進症の長期経過
司　会：中本　安成 
　　　　高見　太郎

17:00

17:10～18:00
評議員会

18:00

19:00

20:00

【第1日目】2026年9月25日（金）
第４会場 第５会場 第６会場 ハンズオンセミナー会場

小会議室 105+106 小会議室 107 小会議室 108 大ホール 1/2（西）
8:00

8:30～10:00
パネルディスカッション 

（BRTO-TIPS 研究会）　PD-B-1～7
TIPS/BRTO：成功の極意 , コツ
と pitfall
　司　会：山本　　晃 
　　　　　丸山　紀史 
特別発言：國分　茂博

8:30～9:10
一般演題 1　OS1-1～5
異所性静脈瘤治療
座　長：荒木　拓次、三上　達也

8:30～9:20
一般演題 1　RIV1-1～7
稀な・興味ある・貴重な症例①
座　長：池嶋　健一 
　　　　河島　孝彦

9:009:00～11:00
ハンズオンセミナー 1
肝臓医のための 
”EUS ガイド下穿刺 ” セミナー
インストラクター：潟沼　朗生 
　　　　　　　　　安田　一朗
協賛企業：�オリンパスマーケ 

ティング株式会社

9:10～9:50
一般演題 2　OS2-1～5
胃静脈瘤治療
座　長：藤野　靖久、村田　雅樹

9:20～10:10
一般演題 2　RIV2-1～7
稀な・興味ある・貴重な症例②
座　長：永島　一憲 
　　　　戸島　剛男9:50～10:30

一般演題 3　OS3-1～3
静脈瘤再発
座　長：井上　義博、横山　圭二

10:0010:00～11:30
スポンサードシンポジウム　
SSY-1・2
門脈圧亢進症治療に TIPS という
選択肢を  ー本邦初の TIPS 用ステ
ントグラフトがもたらす可能性ー
共催：日本ゴア合同会社

10:10～11:00
一般演題 3　RIV3-1～7
稀な・興味ある・貴重な症例③
座　長：永井　英成 
　　　　杉浦　育也

10:30～11:00　一般演題 4　OS4-1～4
その他①
座　長：村上　匡人、樫田　博史

11:00

12:00

13:00

14:00

14:10～15:10
ワークショップ 1　WS1-1～3
門脈圧亢進症に対する低侵襲外科手術
司　会：木口　剛造 
　　　　金子　順一 
　　　　加藤�悠太郎

14:10～14:40　一般演題 5　OS5-1～4
食道静脈瘤①
座　長：及川　隆喜、中村　　純

14:10～15:10
一般演題　MRS-1～6
医学生・初期研修医・メディカルスタッフ　セッション
座長兼評価者：辻　　邦彦 
　　　　　　　林　　星舟 
コメンテーター兼評価者：松谷　正一

14:30～16:30
ハンズオンセミナー 2
胃静脈瘤に対するヒストアクリル
注入法　―調整・注入法の実践―
インストラクター：澁川　悟朗 
　　　　　　　　　渡辺　　晃 
　　　　　　　　　村田　雅樹
協賛企業：�ビーブラウン・エース

クラップ株式会社 
オリンパスマーケ 
ティング株式会社 
株式会社トップ 
SB カワスミ株式会社

14:50～15:20　一般演題 6　OS6-1～4
食道静脈瘤②
座　長：荒井　邦明、山部　茜子

15:00

15:10～15:55
特別企画 1　SP1-1～4
初めての英語での発表
座　長：打田�佐和子、山宮　　知

15:20～16:50
パネルディスカッション 2　
PD2-1～8
他臓器疾患併存状態における 
静脈瘤治療の現状と課題
　司　会：谷合　信彦 
　　　　　古市　好宏 
　　　　　工藤　康一 
特別発言：村島　直哉

15:30～17:10
ダイバーシティーキャリア支援委員会　CP-1・2
変えるべきは人ではなく、設計である 
― 門脈圧亢進症診療と人材の持続可能性 ―
第 1 部　�症例検討：再出血を 

繰り返す食道胃静脈瘤
司　会：伊藤　心二、影山　　健、引地　拓人 
ディスカッサー：石川　　剛、須藤　広誠、田村　　全
第 2 部　Women & Allies
司　会：瀬尾　　智、田村　　全、長沖　祐子

16:0016:00～16:40
一般演題 7　OS7-1～5
種々の原因による門脈圧亢進症
座　長：奥本　和夫、佐藤　　亘
16:40～17:10　一般演題 8　OS8-1～4
左側門脈圧亢進症
座　長：八木�真太郎、伊藤　心二 17:00

18:00

19:00

20:00

16：30～19：30
Happy Hour

第 1 会場（1F 大ホール 西側）

内視鏡的食道静脈瘤治療　ー基本中の基本ー
司　会：中村　真一 
演　者：加藤　恒孝

司　会：村島　直哉、太田　正之 
プレゼンター：吉田　　寛

司　会：國土　典宏
演　者：吉田　　寛

司　会：小原　勝敏
演　者：入澤　篤志
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学会日程表
【第2日目】2026年9月26日（土）

第１会場 第２会場 第３会場
大ホール 1/2（東） 小会議室 103+104 小会議室 101+102

8:00 8:00～8:40
モーニングセミナー　MS-1・2
原発性硬化性胆管炎の病態に寄与する腸内細菌と治療応用の可能性
共催：ミヤリサン製薬株式会社 8:30～10:20

第 15 回脾臓研究会合同シンポジウム　
SY-H-1～12
脾腫と他臓器相関 
－病態解明と治療戦略の up to date －
　司　会：松井　哲平 
　　　　　石川　　剛 
　　　　　厚川　正則 
特別発言：長谷川　潔

8:40～11:10
特別企画 2　SP2-1～13
治療手技における私のこだわり 
〜内視鏡治療・IVR・外科〜
司　会：松井　繁長 
　　　　近森　文夫 
　　　　調　　　憲

8:40～9:40
ワークショップ 3　WS3-1～5
TIPS が変えるかもしれない門脈圧亢進症治療
司　会：小泉　　淳 
　　　　山本　真由 
　　　　永原　天和

9:00

9:40～11:00
パネルディスカッション 3　PD3-1～7
難治性腹水、胸水の治療戦略
　司　会：清水　雅仁 
　　　　　廣岡　昌史 
　　　　　馬場　俊之 
特別発言：佐々木　裕

10:00

10:20～11:10
一般演題（第15回脾臓研究会）　OP（脾）-1～5
司　会：清水　哲也 
　　　　西村　貴士

11:00

11:15～12:00
特別講演 2
肝リンパ系が制御する門脈圧・線維化・再生
司　会：持田　　智　　演　者：Yasuko Iwakiri

12:00

12:10～13:00
ランチョンセミナー 4　LS4-1・2
ヒストアクリルのツカイドコロ 
ー内視鏡的治療と門脈塞栓術の最適戦略ー
共催：ビー・ブラウンエースクラップ株式会社

12:10～13:00
ランチョンセミナー 5　LS5
共催：オリンパスマーケティング株式会社

12:10～13:00
ランチョンセミナー 6　LS6
共催：武田薬品工業株式会社

13:00

13:10～13:50　特別企画 3
鼎談：門脈圧亢進症の ”Point of No-Return” はどこにあるのか
司　会：村島　直哉
演　者：近森　文夫、厚川　正則、國分　茂博
13:50～14:10　國分賞受賞講演
司　会：日高　　央　　受賞者：古市　好宏

13:50～15:30
パネルディスカッション 4　PD4-1～9
孤立性胃静脈瘤に対する予防治療について 
再考する
　司　会：引地　拓人 
　　　　　太田　正之 
　　　　　荒木　拓次 
特別発言：松村　雅彦

13:50～15:30
ワークショップ 5　WS5-1～10
門脈圧亢進症の非侵襲的診断
司　会：丸山　紀史 
　　　　飯島　尋子 
　　　　杉本　勝俊

14:00

14:10～14:30　出月賞受賞講演
門脈可視化、特に三次元 CT による解析と、門脈血行動態に関する理論
14:30～14:45　海外派遣奨励賞受賞講演

15:00

15:30～15:40　閉会の辞

16:00

17:00

18:00

19:00

20:00

【第2日目】2026年9月26日（土）
第４会場 第５会場 第６会場 ハンズオンセミナー会場

小会議室 105+106 小会議室 107 小会議室 108 大ホール 1/2（西）
8:00

8:40～9:20　教育セミナー 1
食道・胃静脈瘤の内視鏡的治療　
― 血行動態を理解して治療する ―
司　会：荒木　寛司　　講　師：於保　和彦

8:40～10:00
要望演題 5　RO5-1～8
Endohepatology
座　長：木暮　宏史 
　　　　稲葉　康記 
コメンテーター： 
　　　　谷坂　優樹

8:40～9:30
要望演題 6　RO6-1～6
左側門脈圧亢進症のマネージメント
司　会：高木　忠之 
　　　　三瀬　祥弘

9:00

9:20～10:00　教育セミナー 2
門脈圧亢進症に対する外科治療 
司　会：川中　博文
講　師：清水　哲也

9:40～10:20
一般演題 10　OS10-1～5
IVR ①
座　長：鶴崎　正勝、川部　直人

10:0010:00～10:40
教育セミナー 3
門脈圧亢進症に対する IVR
司　会：城後　篤志　　講　師：南口　博紀

10:00～11:05
ワークショップ 4　WS4-1～6
門脈圧亢進症診療における被曝の現状と課題
司　会：�竹中　　完、久保川　賢 

田村　　全
コメンテーター：岩下　拓司、土屋　貴愛
共催：富士フイルムメディカル株式会社

10:00～12:00
診断マイスター超音波セミナー
技術認定委員会
司　会：飯島　尋子 
　　　　西村　貴士
協賛企業：�キヤノンメディカル 

システムズ株式会社 
富士フイルム 
メディカル株式会社 
株式会社インテグラル 
GE ヘルスケア・ 
ジャパン株式会社

10:20～10:50　一般演題 11　OS11-1～4
IVR ②
座　長：河岡　友和、濱本　耕平10:40～11:05

教育企画：門脈圧亢進症診療の基本を学ぶ 2
11:00

12:00

12:10～13:00
ランチョンセミナー 7　LS7-1・2
より安全な鎮静を目指して －ネーザルハイ
フローの基礎と消化器内視鏡領域への応用－
共催：フィッシャー & パイケル　ヘルスケア株式会社

13:00

13:10～15:10
ハンズオンセッション
胃静脈瘤に対する超音波内視鏡 (EUS) 下
コイル留置 ーコイルの取り扱いと実践ー
スーパーバイザー：入澤　篤志 
インストラクター：稲葉　康記 
　　　　　　　　　嘉島　　賢 
　　　　　　　　　福士　　耕 
　　　　　　　　　佐久間　文
協賛企業：�テルモ株式会社 

株式会社カネカメディックス 
オリンパスマーケ 
ティング株式会社

13:20～14:00
一般演題 12　OS12-1～4
脾臓
座　長：眞島　雄一、中沼　伸一

13:30～14:00　一般演題 9　OS9-1～4
その他②
座　長：魚住�祥二郎、濱田　晃市13:50～15:10

ビデオセッション 2　VS2-1～7
食道胃静脈瘤に対する内視鏡治療 
～難渋例への工夫～
司　会：今津　博雄 
　　　　丸山　紘嗣 
　　　　小池　智幸

14:0014:00～15:30
ワークショップ 6　WS6-1～8
門脈圧亢進症学におけるトランス
レーショナルリサーチ
司　会：河田　則文 
　　　　寺井　崇ニ 
　　　　近藤�礼一郎

14:10～15:30
症例検討セッション
2 症例（肝不全症例における静脈
瘤治療・治療に難渋する症例）
司　会：於保　和彦 
　　　　江口　　晋 
　　　　矢田　晋作

15:00

16:00

17:00

18:00

19:00

20:00

司　会：國土　典宏
受賞者：村島　直哉

胆道閉鎖症における
高リスク食道胃静脈
瘤検出のための 超音
波エラストグラフィ
による肝・脾硬度測
定値に対する全身麻
酔の影響
司　会：中村　真一
受賞者：横山　晋也

門脈圧亢進症診療における薬物療法 
ー基本中の基本ー
司　会：大平　弘正
演　者：飯島　　誠


